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２０２３年１２月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２１日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、８人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

会議ではまず、ホクロック！「今こそ 祭りのチカラを！」について説明があり、放

送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、会

議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

 委 員 安藤 隆司 （名古屋鉄道株式会社 代表取締役会長） 

  稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 久野 哲弘 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

山崎 勝美 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ホクロック！「今こそ 祭りのチカラを！」 

  (総合 ９月２９日(金)放送)について＞ 

 

○  北陸各地の祭りが紹介されていたが、どれも初めて知るものだった。祭りの担い手

が不足する中、どの祭りも大きく重いみこしなどを担ぐ必要があり、多くの人手が必

要だと思いながら見た。見る側からすれば、祭りは楽しいものだが、担い手側の負担

は大きいと思う。番組では、800 年以上続いてきたとされる福井市味見河内町の「じ

じぐれ祭り」に終止符が打たれたと伝えていたが、祭りを担ってきた人たちは、内心

ほっとしたのではないか。この集落は、１８世帯・３２人で、そのほとんどが７０歳

以上の高齢者とのことだった。祭りに終止符を打ったのもやむをえないと感じるとと

もに、仮に祭りが継続されたとしても見る人はいるのだろうかと思った。保存会の男

性が「みこしを担ぐのは楽しい」とコメントしていたが、本心ではどう思っているの



 2 

か気になった。祭りを続けていくには、担ぎ手だけでなく家族の負担も大きいと思う

ので、そういった人たちのコメントもあるとよかった。神社のそばに住む９４歳の女

性が、にぎやかだったころの祭りを振り返って「心が躍る」「楽しかった思い出がエネ

ルギーになる」と語っていたが、番組タイトルにある「祭りのチカラ」の意味が視聴

者にも伝わってくるようだった。番組の終盤で、アメリカの企業に勤める男性が日本

の祭りに参加するために東京への転勤を希望していると伝えていたが、地元に住む外

国人は祭りに参加しないのかと疑問に思った。北陸３県の人口は合計 300万人程度で、

そのうち外国人は約２％の６万人程度となる。そうした地元に住む外国人にも祭りへ

の参加を呼びかけてみてはどうかと思った。地域の祭りやスポーツイベントなどを続

けていくには、人口構成など社会的な変化に合わせ、学生やボランティアなどの力を

借りる必要があると感じた。この番組はぜひ全国向けに放送してほしい。番組を見た

北陸出身の人たちが、地元の祭りが存続の危機にあると知り、地元に戻りたいと思っ

てくれるかもしれない。 

 

○  番組では、800 年以上続いてきたとされる祭りに終止符を打たざるをえなかった地

域住民の無念さと、地域を越えて祭りに参加することで互いの祭りの継承を誓い合う

若者の姿という対照的な話題を取り上げており、非常に充実感のある構成だった。「じ

じぐれ祭り」は、山のシダやブナなどで作られた柴みこしに山あいの集落らしい素朴

さを感じたが、高齢化とコロナ禍による３年間の休止で、復活へのハードルがあまり

に高くなってしまったと伝えていた。保存会の男性の「伝承したいが、伝承する人が

いない。習う人もいない」「本当に気力が高まらないとできない」ということばには、

悔しさ、諦めなど複雑な感情が入り交じっており、胸を打たれた。福井県では、「じじ

ぐれ祭り」のほか無形民俗文化財に指定された４件の祭りが休止になったと伝えてい

たが、福井県全体で無形民俗文化財が何件あるのかや、ほかの地域と比べてどうなの

かが気になったので、そうしたデータも示されるとよかった。番組後半では、富山県

射水市で富山の祭りを広げる活動をしている「越中祭青年会」が、石川県七尾市の「石

崎奉燈祭」に担ぎ手として参加し、地域を越えて祭りの一体感を味わう姿を伝えてお

り、非常に感動的だった。祭り自体は続けられても、地域によっては若者がおらず、

みこしや山車の担い手としては参加できないと耳にすることがあるので、地域や性別、

国籍にかかわらず誰もが参加できる新しい祭りの形が、伝統の継承や発展のヒントと

なると実感した。「越中祭青年会」を立ち上げた五十嵐友輔さんは、魅力的な人柄で非

常に存在感があった。ただ、会を立ち上げたきっかけやメンバーの構成、どういった

人たちが参加しているのかといった情報もあるとよかった。 

 

○  番組全体として、内容や映像を対比させる構成が効果的だった。冒頭で富山の「お

わら風の盆」、石川の「青柏祭」、福井の「三国祭」の映像が流れ、わくわくするよう
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な、思わず見にいきたいと思わせるオープニングになっていた。ナレーションにもあっ

たが、祭りが人々に力を与える、人々の心をつかんで地域の結束力を高めるというこ

とがよく理解できる映像だった。「じじぐれ祭り」が行われていた神社が、少子高齢化

とコロナ禍の影響で今はひっそり静まり返り、祭りを続けたくても担い手がいない様

子を対比的に伝えていた。北陸地方が直面している課題を効果的に伝えていたと思う。

この集落は１８世帯・３２人で、そのほとんどが７０歳以上とのことだが、神社のそ

ばに住む９４歳の女性の元気な姿に驚かされた。かつての祭りの思い出や光景を身ぶ

り手ぶりを交えながら楽しそうに話す姿がほほえましかった。その一方で、無形民俗

文化財に指定された祭りに終止符を打つという苦渋の決断を強いられた保存会の人々

の姿が印象的に映し出されていた。住民が地元の祭りをよりどころとしてきたこと、

祭りに対して人々のさまざまな思いが交錯していることがよく伝わってくる構成だっ

た。番組後半では、「越中祭青年会」が、石川県七尾市の「石崎奉燈祭」に担ぎ手とし

て参加し、逆に石川から富山の祭に参加する姿を伝えていた。祭りには、その地域の

年長者から若者へと代々受け継がれ、地域ぐるみで守る伝統的な行事というイメージ

を持っていた。だが、彼らの逆転の発想は、そのイメージをよい意味で壊してくれ、

大変感心した。祭りを通じて、地域を越えた人と人のつながりが生まれ、人が集まれ

る場所が守られていることがよく伝わってきた。コロナ禍で私たちはさまざまな生活

の制限を受けてきたが、改めて人がつながる大切さ、毎日顔を見て話ができる喜びを

感じ取ることができた。華やかな祭りの魅力を伝えつつ、祭りの持つ力を視聴者に伝

えられていたと思う。ただ、「越中祭青年会」を立ち上げた五十嵐友輔さんが、ふだん

はどのような仕事をしており、どういう人なのかが気になった。 

 

○  祭りの存続がテーマで、北陸だけでなく日本の将来的な課題をも伝えており、いろ

いろと考えさせられるよい番組だった。「じじぐれ祭り」のケースでは、人口減少と高

齢化で集落自体の存続も危ぶまれるような状況で、800 年以上続くとされる祭りに終

止符を打つという決断もやむをえないと思った。地方の祭りはこういった状況になれ

ば存続が難しいだろうと感じた一方、その後に「祭りはなくってはいけないもの」と

思う人が７４％とのアンケート結果が示され、少し安どした。ただ、祭りを続けてい

くためには、担い手の中心となる人の大きなエネルギーが必要で、高齢者にその重責

を担わせるのはあまり現実的ではないと思う。エネルギーを持った若者が祭りを引っ

張っていかないかぎり、いずれは担い手不足に陥るのではないか。そう感じていたと

ころ、番組後半、「越中祭青年会」が、石川県七尾市の「石崎奉燈祭」に担ぎ手として

参加する姿が紹介されており、こういう解決策もあるのかと思った。担い手不足で祭

りの存続が危ぶまれている事例と、地域を越えて若者が祭りに参加してつながりをも

たらしている事例を対照的に取り上げており、大変興味深い構成だった。番組内で「祭

りが残るということは地域が残るということ」というコメントがあったが、そういう
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観点では祭りの形自体を残すことにどこまで意味があるのかと思った。祭りを担う人

がいて、そこに込められた文化を継承していくことが、祭りの本当の意味ではないか

と感じた。この番組を見て、「祭りを残そう」と思う人が増えれば、日本全体にとって

プラスになると思った。 

 

 （ＮＨＫ側） 

富山局で主に地域放送を担当している富山県出身のディ

レクターが、以前から「越中祭青年会」の五十嵐友輔さんを

取材しており、ニュース番組内のリポートなどで富山県内で

の活動を伝えてきた蓄積があった。ことしの夏、五十嵐さん

が石川県の祭りを一緒に担うという話を聞きつけたことが

番組の出発点となった。複数の委員から、五十嵐さんの仕事

や会のメンバー構成などを知りたかったという指摘があっ

た。番組の時間の都合でそういった情報を紹介できなかった

が、見る人に疑問を抱かせたかもしれない。五十嵐さんは地

元の射水市で飲食店の従業員として働いており、飲食店の経

営者も五十嵐さんの活動に理解があり、祭りの準備や地域を

越えて祭りに参加する際には、勤務を配慮してもらえると聞

いている。自身の仕事と祭りを通じた地域振興を両立できる

働き方をしていることを番組の中で十分に伝えられなかっ

たかもしれない。「越中祭青年会」発足の背景には、五十嵐

さんの地元の獅子舞が担い手不足で成り立たなくなってし

まった際、五十嵐さんが学校の友人や、さまざまな活動を通

じて知り合った仲間に祭りへの参加を呼びかけ、獅子舞を存

続させたという経験があった。その時に賛同した仲間たちが

ベースとなり、青年会を立ち上げた。自分たちの地元の祭り

がほかの地域の人たちの力を借りることで存続できたとい

う成功体験を基に、富山県内のほかの地域の祭りにも参加す

るようになり、この夏、石川県まで活動範囲を広げたという

経緯があったが、番組内での説明が足りない部分があったと

思う。福井県で無形民俗文化財に指定されている祭りが休止

になったと伝える際に、全体で何件が指定されているのか気

になったとの指摘はそのとおりだと思う。北陸３県の中でも、

指定件数には違いがあり、福井の４件という数字が全体に対

してどの程度なのか規模感が分かるデータを示すべきだっ

た。また、複数の委員から担い手不足で祭りの存続が危ぶま
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れている事例と、ほかの地域の若者が祭りに参加して地域を

越えたつながりをもたらしている事例との対比が印象的

だったとの意見が出た。実際には、五十嵐さんたちの活動を

先に取材しており、そういう支援がなく、新しい形へ移行で

きていない多くの地域ではどうなっているのか取材範囲を

広げたところ、800 年以上続くとされる祭りに終止符を打た

ざるをえなかった地域に出会い、番組で取り上げた経緯があ

る。どちらも北陸の今を映しており、２つの現実のどちらか

に偏ることなく、公平に伝わる構成になるよう意識した。 

 

○  コロナ禍で休止していた祭りを再開した地域もあれば、再開を断念せざるをえな

かった地域もある中で、祭りが持つ意義を改めて認識させられる非常によい番組だっ

た。少子高齢化で担い手が減っていく中、800 年以上続くとされる祭りに終止符を打

つ決断をした人たちと、地域を越えて新たな方法で祭りを継続していく人たちを取り

上げる対比的な構成となっており、日本社会の現状を見つめ直すことができた。コロ

ナ禍はマイナス面ばかりではなく、これまで何気なく習わしとして続けてきたことや、

是が非でも続けなければならないという固定観念を認識し直し、新たな時代へと進む

契機にもなったのではないかと感じた。福井県で無形民俗文化財に指定されている祭

りが休止になった件数を伝える際に、母数となる福井県全体の指定件数が示されな

かったのが気になった。また、「ホクロック！」は北陸３県向けの番組なので、福井県

だけではなく、富山県や石川県の無形民俗文化財に関する情報も取り上げた方がよ

かったのではないか。 

 

○  「じじぐれ祭り」に終止符を打つ決断をした人たちと、「越中祭青年会」の五十嵐友

輔さんのように地域を越えて祭りに参加し、交流を広げることで祭りを残そうとして

いる人たちという対照的な事例を紹介することで、日本の祭りが置かれた現状がよく

理解できた。番組では、祭りの持つ力として、一体感を生み、集団の結束を高め、一

度経験すると忘れられないものがあると伝えていたように思う。確かにその通りだと

思うが、現代を生きる人たちには、そうした地域のつながりや集団で味わう高揚感に

対して、冷めた視線で向き合うべきだと考える人も多いのではないかと、私個人は思っ

ている。祭りの功罪ではないが、プライベートの時間を犠牲にしてボランティアで活

動したり、地元以外の祭りに参加するための金銭的負担が発生するという側面もある

と思う。そういった負担が、もはや当たり前ではなくなってきたことも、祭りの継続

が難しくなっている要因の一つではないかと思う。だからこそ、祭りの担い手となり

うる４０代から６０代くらいの人たちが、この番組をどう受け止めるのかも、重要な

ポイントではないかと思う。「じじぐれ祭り」については、福井市文化振興課や地元の
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人が撮影してきた映像をまとめることで、どのような祭りだったのかを伝えていた。

別々に残っているであろう映像を、ＮＨＫが番組としてまとめることで資料として残

していくことは大切だと感じた。 

 

○  富山県と石川県の人たちが地域を越えてお互いの祭りを助け合う姿から、未来にお

ける祭りの意義が感じられる非常によい番組だった。特に映像がすばらしく、「じじぐ

れ祭り」について、昔の映像や写真を多く使って紹介することで、さまざまなことが

伝わってきた。人工物を使用せずに、シダやブナなど自然由来のものだけで作られる

柴みこしが特に印象的だった。自然そのものを崇拝の対象とする古い祈りの形が伝

わっているように感じられ、このような祭りがなくなってしまうのは非常に残念に

思った。ただ、番組で取り上げることで、映像としてきちんと残っていくのはすばら

しいと思う。また、金沢星稜大学教授・大森重宣さんの「祭りの力は地域や集団の一

体感を生み出すこと」というコメントや、俳優・池田航さんの「昔獅子舞を踊ってい

たメンバーとは今でも挨拶ができるくらい仲がよい」というコメントから、祭りは地

域づくりに直接関わるものであることが分かった。祭りが持つ将来的な効用や現代社

会で必要とされる要素についても考えさせられる、非常によいコメントだった。近年、

巡礼の旅が世界的に流行しているが、非科学的なものや精神世界を懐疑的な視線で見

ていた一つの時代が終わり、精神的なものや祈りの心が社会や地域コミュニティーに

重要だと再認識する大きな波が来ているのではないかと、私個人は感じている。日本

でも多くの祭りが過渡期を迎えているが、そうした傾向を鑑みても、祭りを残す方向

に進んでいってほしいと思った。 

 

○  最近の「ホクロック！」は、品質が安定してきており、非常にうれしく思う。今回

も興味深いテーマだった。冒頭で、北陸３県においてどれくらい祭りが減少したかを、

一部の地域ではあるが定量的な数字で示し、祭りを存続させる意義について、さまざ

まな意見が紹介されていて分かりやすかった。そうした状況の中で、祭りを存続させ

るための一つの具体的な事例を取り上げたことで、理解が非常に進んだと思う。祭り

が変容しつつある側面もうまく示していた。祭りに参加する間口が広がってきており、

ほかの地域の人たちも参加することで祭りの存続につなげていることや、外国人や女

性の関わり方も、ルールが緩和されて受け皿ができつつあることがきちんと示されて

おり、非常によかった。全体として、祭りにおいて大切な部分は残しながらも、変え

るべきところは変えていくというメッセージがしっかり伝わる番組になっていた。一

方、アンケート結果の取り上げ方には、改善の余地があると思う。「祭りはなくなって

はいけないものか？」というアンケートで「そう思う」、「ややそう思う」と答えた人

が７４％というデータを示し、多くの人々が祭りの存続を願っているという前提で話

が進んでいたが、これはやや大ざっぱな分析だと感じた。若者と高齢者では考え方が
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異なると思うし、性別や住んでいる地域、国籍によっても違ってくる可能性がある。

番組全体としては多様性への配慮が多く見られたが、このアンケートの取り上げ方は、

番組が進みたい方向へ誘導するかのような意図が感じられ残念だった。番組の展開と

しては、多くの人が祭りの存続を望んでいる一方で、何らかの理由であまり望んでな

い人もいる。そうした状況の中で、祭りの存続についてどう考えるべきか、という流

れの方がすっきり受け止められたと思う。真実を追求し続けるのがＮＨＫの強みであ

り、そうした点を番組で分かりやすく伝えることで、ＮＨＫと他局の番組との差異を

印象づけることになると思う。高い期待ではあるが、ぜひそうした点も丁寧に意識し

て番組を制作していってほしい。 

 

○  高齢化に伴う地方の祭りの現状と新しい取り組みが紹介され、参考になる内容だっ

た。地方で祭りの休止が相次いでおり、祭りに終止符を打つという苦渋の選択をした

地域がある一方で、存続のためにほかの地域から担い手を招いたり、女性や外国人も

参加できるようにするなど、時代とともに変化せざるをえない祭りの姿やさまざまな

取り組みが紹介されていた。地域の課題を浮き彫りにし、未来へつながる新しい取り

組みを分かりやすく示しており、他の地域でも参考になる番組となっていた。 

 

 （ＮＨＫ側） 

そ多様性という観点は、今回の番組を制作するうえで最も

意識した。スタッフ間で、祭りを続けることを何の疑いもな

く是とする立場で番組を作るべきではないと確認したうえ

で制作を進めた。スタッフの中には、祭りを義務のような形

で残すべきではないと考える人や、祭りのよさを生活者とし

て実感している人もいて、どちらの価値観も正しいという前

提のもと、議論を何度も交わしながら制作した。アンケート

結果の取り上げ方については指摘の通りだと思う。こういっ

た意識を調査したアンケートそのものが少なく、データの選

択肢が限られていたとはいえ、制作するスタッフが祭りに対

するさまざまなスタンスを最も尊重していた以上、より丁寧

にデータを扱うべきだったと感じている。祭りの一体感、集

団で味わう高揚感に対する懐疑的な視点からの脱却という

点に関しては、地域コミュニティーとのつながりや人間関係

が希薄になっていると言われる若い世代の方が、祭りへの参

加や存続に肯定的との印象がある。番組後半で、２４歳の五

十嵐友輔さんが祭りの準備の場で「若い子たちがこうやって

集まれる場所があるっていい」と話していたのも、その一つ
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の表れではないかと思う。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１７日（金）の東海 ドまんなか！「世界を救う！？ 令和のおにぎり大ブー

ム」を見た。おにぎりには昔からとても身近な食べ物という印象があるが、現代の若

者にはスマートフォンを片手に食べられるというニーズがあることを知り、非常に驚

いた。おにぎり専門店では、おにぎりの形や具材、商品名など、ユニークな進化形お

にぎりが販売され、買い求める客で行列ができていると知り、非常に不思議な感覚を

受けたが、これがブームというものだと感じた。多くの視聴者も同じように受け止め

たのではないか。また、この専門店を始めたのがピザチェーンを運営する会社だとい

うことにも驚いた。輸入小麦の価格が高騰する中、比較的価格が安定した米に着目し、

ピザのようにごはんの上に具材を乗せてみたらどうかという発想がきっかけだったと

紹介していた。かつては卵が物価の優等生と言われていたように、米も物価の優等生

だというコメントがあった。農家からすれば複雑な思いもあると思うが、長らく米離

れが続いているので、おにぎりという形であっても米の消費量が増えるのは喜ばしい

ことだと感じた。店で買うおにぎりから家で作るおにぎりへと、ブームが変わること

が重要であるとのコメントもあったが、一時的なブームで終わることなく、広く国民

食としておにぎりが愛され続けるよう願っている。 

 

○  １１月１７日（金）のＵＰっぷ富山 きとラボ「富山で相次ぐクマ出没 被害をど

う防ぐ？」を見た。日本各地でクマの被害が相次ぐ中、非常にタイムリーな内容だっ

た。今年はクマの出没や人的被害が多いと実感しており、過去最悪のペースかと思っ

ていたが、番組ではクマの出没や被害は周期的にピークが来ると伝えていた。クマの

被害は突発的な事件のようなものではなく、台風のような自然災害の一種であり、常

に備えて対策しておく必要があることもよく理解できた。自然災害であるがゆえに、

クマの餌となる柿の実の除去や身を隠す茂みの伐採といった日々の備えが大切である

ことを、広く啓発するという意味で非常によい番組だった。ただ、スタジオのＢＧＭ

の音量が大きく、ナレーションが聞き取りづらい部分があったのが気になった。 

 

○  １１月２０日（月）のクローズアップ現代「認知症行方不明者１万８０００人の衝

撃」を見た。認知症行方不明者に対する取り組みをいくつか取り上げていたが、それ

以外にも全国にはさまざまな取り組みがあるので、すべてを紹介しきれていない印象

を受けた。また、行方不明者の家族の精神的・肉体的負担や、行方不明を繰り返すと

介護施設への入所が決まることが多いことなど、家族側の視点をもっと取り入れてほ
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しかった。単に行方不明者が増えて大変な状況だと伝えるだけでなく、ＱＲコードを

用いた本人確認方法の広がりなど、より具体的な対策を掘り下げた番組にしてほし

かった。 

 

○  １１月２６日（日）のＤｅａｒにっぽん「夢を育てる不動産」を見た。不動産の賃

貸取り引きでは、大家側が物件情報を仲介サイトに掲載して、借りたい人がその情報

を見て探すのが一般的だが、借りたい人の情報がサイトに掲載され、大家が借り手を

探すという真逆のビジネスを行う会社を取り上げていた。借り手は、単に物件の立地

や広さといった希望条件だけでなく、借りた物件で実現したい自身の夢を掲載するこ

とになっている。借り手の思いや大家に共感してもらえる情報を詳しくヒアリングし

てマッチングを行い、これまで３年間で２０人以上が成約したと紹介していた。この

会社の代表を務める男性は、夢や思いに共感してくれた大家にいろいろと応援しても

らった自身の経験から、自分も誰かの夢を応援したいと思ったのが設立のきっかけだ

と話していた。この会社は仲介手数料などを一切受け取っていないとのことだが、「応

援するよと言いながら“手数料下さいね”はセンスがない」という彼のつぶやきは非

常に印象的だった。一方、遠方の物件の下見などの費用は発生するはずなので、報酬

を受け取らずに、本人やスタッフの生計はどう成り立っているのだろうかと非常に気

になった。ただ、取材で得られたすべての情報を番組の中で伝えるのがよいとは限ら

ず、夢を育てたいという本人の意向を考えれば、ヒーロー的な活動をしている人には

ベールに包まれた部分があってもよいと思わされ、爽快な視聴感を味わうことができ

た。 

 

○  １１月２６日（日）のＤｅａｒにっぽん「夢を育てる不動産」を見た。「Ｄｅａｒ

にっぽん」は、いつも前向きな気持ちにさせてくれる番組で、今回の内容もよかった。

大家の側が借りたい人の夢や実現したいことを見て貸す人を選ぶ「さかさま不動産」

の存在を初めて知った。非常に興味深い取り組みで地域のコミュニティーづくりにも

貢献できる新しいアイデアだと思った。また、運営会社の代表・水谷岳史さんについ

て、きちんとした文字や手書きのイラストなどの映像を丁寧に積み重ねることで、ナ

レーション以上に彼の人柄が伝わってきたのもよかった。ただ、運営会社の収益構造

が十分に示されていなかったのが気になった。仲介手数料などを受け取らない「さか

さま不動産」の活動自体が収益につながらないのは理解できたが、７名いる職員の雇

用をどう維持しているのかは分からなかった。コーヒーかすを使ったランプシェード

の開発なども行っているとの紹介はあったが、その情報だけであとは視聴者の想像に

任せるというのは、やや無理があるのではないか。また、精神的な病気を経験した人

を多く取り上げていたのも気になった。借りたい人のうち２人と、大家の１人が、う

つ病や精神的な病気を経験した人だった。精神的な悩みを抱えた人も安心して利用で
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きることを示したかったのかもしれないが、取り上げる人数のバランスに偏りがある

と、利用者には精神的な悩みを抱えた人が多いという誤った印象を与えてしまうので

はないか。画面に映っていない人物の発言をテロップで表示する際、それが分かるよ

うに枠で区切る工夫があったのはよかったが、文字のサイズをもう少し大きくしてほ

しかった。 

 

○  １２月５日（火）の「まるっと！」内のリポート「“地方発アニメ”制作の現場に生

成ＡＩ」と、１２月１２日（火）のクローズアップ現代「世界を席巻！生成ＡＩ 共存

のために必要なことは？」を見た。「まるっと！」内のリポートは、インターネット上

で議論が盛り上がっていたので、その理由が気になりＮＨＫプラスで見た。地方のア

ニメ制作会社でも生成ＡＩの活用で業務を大幅に効率化し、人間にしかできない部分

に時間を割ける可能性があり、それが地方発のアニメを増やしていくことにもつなが

るのではないかというリポートだった。興味深い内容で、地域での取り組みを紹介し

ていくことは非常に重要だと感じた。しかし、生成ＡＩをめぐる知的財産権の問題に

ついて取り上げ方が不十分だったことが、インターネット上での議論の原因だと思っ

た。生成ＡＩと知的財産権をめぐっては、多くの訴訟が起こされており、国際的にも

ルールの整備が急がれている。そういう意味では非常にセンシティブな話題であるに

もかかわらず、映像を見終えたキャスターのコメントもあいまいなものだった。一方、

「まるっと！」の１週間後に放送された「クローズアップ現代」では、生成ＡＩの現

状と問題点を適切に取り上げていた。アーティストや声優の声を無断に使った生成Ａ

Ｉによるカバーソングに焦点を当て、どういうケースが違法なのか、専門家の解説を

交えながら伝えていた。声優の梶裕貴さんへのインタビューは番組内での放送に加え、

詳細な内容をインターネット上で記事化しており、番組内でもＱＲコードでしっかり

と案内していた。「まるっと！」のリポートだけを見た人には、この「クローズアップ

現代」のようにＮＨＫが生成ＡＩをしっかり取り上げていることが届いておらず、もっ

たいないと感じた。「まるっと！」のリポートのような短い時間では説明しきれない部

分については、より詳細に取り上げた番組やホームページに誘導する工夫があるとよ

かった。ＮＨＫは非常にセンシティブなテーマについても、さまざまな観点からニュー

スや番組で取り上げていることを、多くの人に分かりやすい形で伝える工夫をするこ

とで、公共放送の役割を果たしていると視聴者に感じてもらえると思う。特に生成Ａ

Ｉのようなセンシティブなテーマに関しては細心の注意を払い、短時間のリポートや

一つの番組では紹介しきれない部分を掘り下げた番組やホームページへの案内をより

丁寧にしていってほしい。 

 

○  １２月８日（金）の東海 ドまんなか！「お墓は“それぞれ”へ あなたの選択は？」

を見た。樹木葬や合葬墓などお墓にさまざまな選択肢があることを初めて知った。家
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族の形が多様化するにともない、お墓の選択肢が増えたものの、家族と意向が違う人

や相談できていない人も多いのが現実だと思う。単純に選択肢が増えたからよいとい

うことでもないのかと考えさせられた。視聴者の声としても紹介されていたが、そも

そも何を選べばよいのか、何が正解なのかが分からないという人は多いのではないか。

自分にはまだ関係のない、遠い先のことだと思ってしまうが、田所拓也アナウンサー

のコメントにもあったように、誰しもいつ何が起こるか分からないので今から話し合

い、じっくり考えることが大切なのだと気付かせてくれた。収骨せずに火葬場に焼骨

の処分を依頼することを決めた７０代の男性が「カフェでチョコレートケーキを頼む

ように選択した」と話していたのが、何の抵抗感もなく選んだことが伝わってきて、

非常に印象的だった。独身の人や子どものいない人も増えてきているので、この男性

が相談していた死後事務を支援する団体が、どのような団体で事務所がどこにあるの

かといった詳しい情報も紹介してほしかった。 

 

○  １２月１５日（金）の東海 ドまんなか！「“モノづくり愛知”の挑戦 夢のイノ

ベーション拠点に」を見た。日本最大のスタートアップ支援拠点であるＳＴＡＴＩＯ

Ｎ Ａｉが来年オープンするのを前にタイムリーな話題で、今の時代背景も含めて非

常に興味深い内容だった。一般の人の「スタートアップとは何か」という疑問に答え

るという点では非常によくできていたと思う。ただ、名古屋大学大学院の安田孝美教

授がスタジオでコメントしていたこともあってか、ニュースを解説する番組のような

雰囲気があり、ふだんの「東海 ドまんなか！」のテイストとは少し異なる印象を受

けた。スタートアップの可能性を話題の中心とするのであれば、今後新しいビジネス

に挑戦しようとしている人にとっては、ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉの社長から将来の展望

が開けるような話を聞いた方が参考になるのではないかと感じた。スタートアップに

はリスクもあるが、今回のような番組では、そういった側面を強調しすぎると暗い印

象になるため、適切な取り上げ方だったと思う。視聴者から寄せられたベンチャーと

スタートアップの違いに関する質問に安田教授が答えていたが、もう少し詳しい解説

があると理解が深まったのではないか。 

 

○  １２月１６日（土)の【土曜ドラマ】デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士 前編「記

憶の中の少女」を見た。ろう者や耳が聞こえない両親を持つコーダ、難聴者といった

当事者たちが俳優として多く出演することで、ドラマに厚みを持たせていた。コーダ

の男性が手話通訳士として、法廷でろう者の通訳をするというミステリー調のストー

リーも相まって、非常に見応えのある番組となっていた。「ハートネットＴＶ」など福

祉分野のさまざまな番組とも連携して取り上げることで、世界の広がりが感じられ非

常によかった。後編にも期待している。 
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○  番組審議会の開催場所について。毎回名古屋で開催しており、委員によって移動の

負担に差がある。すべて公平にするのは難しいと思うが、例えば半年に１回、もしく

は１年に１回のペースで北陸で開催すれば、より多くの委員が対面で参加しやすくな

るのではないか。名古屋開催のみだと、オンライン出席または欠席する北陸の委員が

増える可能性があり、結果として北陸地方からの意見が少なくなってしまう懸念があ

る。北陸での開催もぜひ検討してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組審議会の事務局機能が名古屋にあり、オンライン会議

の事前準備など設備の整った会議室が必要なため、毎回名古

屋で開催することにしてきた。ただ、委員の皆さんの負担へ

の配慮や、開催場所が変わることで違う視点から番組を審議

できるという側面もあると思う。この中部地方放送番組審議

会は、名古屋局だけではなく中部地方全体のコンテンツの品

質向上のためのものなので、ほかの地域の事例も確認し、北

陸での開催に向けて具体的に検討したい。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 


